近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１６クール日報（３月２０日～３月２６日）
	報告日
天気
	３月２５日（月）
曇り
（気温：７度１３度）
	報告者
	兵庫県社協　金田
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ１５クール：岩本、笹山、富田、山下、丸山、島岡、中光、足立、荒尾、外川
近ブロ１６クール：内田、髙﨑、石倉、島田、平野、河田、西川、谷水、松本、金田
関ブロＢ１３クール：大澤、森下、又平（静岡県内社協）、諸星、河野、芳賀（神奈川県内社協）

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:25 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
14:50 本部で活動者報告受付
15:40 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
希望の丘テニスコート２日目


	
	16:30 テント村初日の課題の洗い出し・反省会、終礼
18:30 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
20:30 活動終了

	報告事項

	・近ブロ15→16クールへ引継ぎ。
・支援Pも交代の引継ぎ。明日から、新潟県社協の佐藤氏がメインとなる。
・テント村開設初日ということもあり、登山家の野口氏が活動に参加された。

●VCの状況［V124名（テント村86名）　現地調査20件（うち一般16件、現場系0件、キャンセル4件）　ニーズ対応35件（うち完了32件、継続3件）］

●マッチング担当
・マッチング待ち件数に対して、ボランティア数が過多の状態。この状態については、現地調査に時間を割けていないため、マッチング待ちの件数が少ないことと同時にテント村の開設によりボランティア数が急増したことが要因である。
・七尾市社協としては、マッチング待ちの件数について“現地調査に専念する日が設けられない”ことと、“現地調査の連絡をした時点で日が経過していてキャンセルになるものがある”と課題を認識されている。来週あたりの活動からであれば県ボラの人数を減少させるなど方法は検討されるとのこと。また、現地調査にウエイトをおくため、テント村に対して活動休止日を設けることはできないかを打診することやNPOの活動に送り込めるよう調整を進めるとのこと。
・活動された運転Ｖに明日も来られる予定かを確認し、確保の予定を見立てることのできるように調整した。
・明日の対応予定が20件足らないため、追加でアポ取りができるところには連絡済。

●現地調査担当
・災害Ｖコーディネーター5名、近ブロ4名、丸亀2名の4班構成で実施。

●仮仮置き場担当
・テント村27人、県ボラ1名


	今後の主な予定
	●明日3/26（火)の動き
・テント村Vの活動日初日であったため、受付～全体オリテ～送り出しの流れを再度確認し、修正する。
・明日26日は、取材対応２件あり。うち１件は高校生V。

	調整課題・所感等
	・テント村Vの初日を迎え、受付～全体オリテまでの導線が混雑した。また、9：00集合とアナウンスしているものの、最終受付は9：30であったため、人数の把握が難しい。
・テント村Ｖの受付時、登録の際に「団体名」を入れ忘れが多いため、実際の人数を把握できないため登録確認ができる導線を作りたい。
・2Fで県ボラＶとテント村Ｖを分けてグルーピングするために、1F受付にてテント村Ｖかを確認している。「テント村ですか」との問いに対して、「日帰り」と答える方が数名おり把握が難しかった。（テント村での申込であっても、必ず宿泊が伴うとは限らない。）
・140名近くのＶが参加するため、受付時間にバラつきがあり、全体オリテを1回で実施するか2回に分けるかを検討する。
・テントＶの増員により、グルーピングに時間を要した。
・高速道路無料通行書の提出増。対応について要共有。

	その他
	・明日は天候が悪いため、状況をみて実施の判断をされるとのこと。初めてのパターンに対応するため、臨機応変に対応したい。
・明日の準備をする際、取材の受け入れがあったため、マッチングを考慮する必要があった。



